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（総括評価） 

A 
これまでの取組を継続することによって、事業目的を達成することが可能と

判断される。 

（コメント）

本プログラムは、平成 23 年度から５年間進めてきた本事業のキャンパス・アジアパイロッ

トプログラムの取組や成果を踏まえ、世界最高の理工系総合大学の実現という長期的国際戦

略の下で構想され実施されている。 

中国・韓国のみならず、シンガポールなどアジアの大学や欧米の大学との連携を進め、他大

学の学生の参加を可能とするよう体制を整備するとともに、派遣・受入の双方の大学の教員が

留学の前後に学生の活動内容を精査するための修学計画書を活用するなど、質保証を伴う取

組を適切に実施している。特に、留学生受入のための在籍管理やアドバイザー制度、チュータ

ー制度等の組織的な支援体制の拡充と強化を進めており、語学力や交流学生の数値目標も達

成している点は評価できる。 

 一方で、ダブル・ディグリーなど共同学位に関しては、２国間での合意形成に一定の成果は

見られるものの、学生が参加しやすい環境整備等が求められる。また、21 世紀型スキル教育

に向けた取組は、教職員を含め展開しており評価できるが、今後は 21 世紀型スキルの定義、

評価のための指標や手法について、３大学間で合意を深化させていくことが望まれる。加え

て、研究重視型教育についても、現状では２大学間の研究中心の短期滞在型共同教育が中心と

なっていることから、３国間で新たな授業や研究プロジェクトを共同で開発することや、日本

人学生の長期留学への参加を促進していくこと等が課題として挙げられる。研究重視型教育

の促進、共同学位の拡充、21 世紀型スキル教育の確立など、高い目標の実現に向けて更なる

尽力を期待したい。 

最後に、今後も補助期間終了後の継続的な実施を見据えた事業計画の策定と安定的な財源

確保に努め、学内及び関係機関との質保証を伴う国際教育連携の推進と将来の我が国の更な

る発展に向け、積極的に事業を展開していくことが期待される。 




